
事
業
担
当
副
市
長
が

　
　
　
　
　
　

再
任

特
人
事
別
職

　

４
年
の
任
期
を
満
了
し

た
矢
吹
有
司
副
市
長
が
、

３
月
22
日
の
市
議
会
定
例

会
で
選
任
同
意
を
受
け
、

副
市
長
に
再
任
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
。
副

市
長
の
条
例
定
数
は
２
人

で
、
矢
吹
氏
は
引
き
続
き

事
業
担
当
副
市
長
と
な
り

ま
す
。

多
年
に
わ
た
る
奉
仕
活
動

安
井　

健
郎
（
一
木
町
）

献
血
回
数
30
回
以
上
の
人

※
市
内
在
住
で
30
回
に
達
し
た
人

　
（
令
和
４
年
11
月
８
日
現
在
）

池
下　

匡
彦
（
宮
内
町
）

竹
内　
　

啓
（
上
原
町
）

竹
岡
真
奈
美
（
東
城
町
）

渡
久
川
兼
誉
（
三
日
市
町
）

松
下　

修
之
（
西
本
町
）

１
０
０
万
円
以
上
の
寄
付

【
団
体
】

株
式
会
社
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン　

信
金
中
央
金
庫　

【
個
人
】

荒
木　
　

攻
（
広
島
市
西
区
）

岸　
　

浩
司
（
東
京
都
渋
谷
区
）

消
防
団
員
25
年
以
上
の
在
職
者

赤
木　

真
作
（
東
城
町
）

池
田　

竜
哉
（
総
領
町
）

石
木　

信
孝
（
東
城
町
）

稲
垣　

孝
治
（
川
北
町
）

鋳
鍋　

直
行
（
西
城
町
）

海
渡　

洋
治
（
上
谷
町
）

岡
﨑　

哲
朗
（
口
和
町
）

岡
﨑　

由
隆
（
東
城
町
）

加
藤　

康
則
（
春
田
町
）

木
村　

敏
和
（
東
城
町
）

倉
石　

智
基
（
世
羅
郡
世
羅
町
）

桑
原　

憲
男
（
東
城
町
）

小
林　

数
実
（
東
城
町
）

近
藤　

仙
興
（
三
次
市
十
日
市
町
）

酒
井　

邦
男
（
西
本
町
）

須
田　

康
則
（
西
城
町
）

瀬
尾　

次
男
（
西
城
町
）

瀬
藤　

彰
司
（
掛
田
町
）

瀧
熊　

圭
治
（
高
野
町
）

武
原　

正
治
（
三
日
市
町
）

田
中　
　

亘
（
板
橋
町
）

田
邊　

成
鏡
（
東
城
町
）

田
部　

義
弘
（
高
野
町
）

谷　
　

龍
魔
（
東
城
町
）

爲
石　

謙
一
（
東
城
町
）

德
市　

和
寛
（
口
和
町
）

仲
田　

順
一
（
東
城
町
）

長
谷　

千
峰
（
口
和
町
）

中
村　
　

誠
（
西
城
町
）

中
元　

宗
則
（
東
城
町
）

永
山　

崇
志
（
総
領
町
）

庭　
　

太
郎
（
東
城
町
）

長
谷
川
和
也
（
比
和
町
）

畑
葊　

英
樹
（
実
留
町
）

林　

佳
津
義
（
東
城
町
）

東　
　

忠
義
（
三
日
市
町
）

藤
谷　

泰
治
（
高
茂
町
）

堀
江　

俊
二
（
高
野
町
）

松
島　

広
和
（
西
城
町
）

三
上　

隆
司
（
高
茂
町
）

明
賀　

英
博
（
宮
内
町
）

三
吉　

洋
司
（
上
原
町)

森
永　

智
徳
（
口
和
町
）

栁
生　

哲
也
（
東
城
町
）

山
田　

哲
久
（
口
和
町
）

山
根　

朗
記
（
東
城
町
）

山
本　
　

尚
（
比
和
町
）

山
脇　

周
宗
（
川
手
町
）

山
脇　

広
志
（
実
留
町
）

横
山　

昭
治
（
総
領
町
）

横
路　

亮
二
（
東
城
町
）

和
田　

利
光
（
西
城
町
）

ふ
る
さ
と
功
労
賞
受
賞
者
の
紹
介

　

今
回
の
庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞
で
は
、
し

ょ
う
ば
ら
花
会
議
の
発
足
に
も
携
わ
り
、
長
年

に
わ
た
り
理
事
長
を
務
め
た
佐
藤
浩
子
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
は
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
輪
の
拡
大
」「
青
少
年
の
健
全
育
成
」「
子

ど
も
の
情
操
教
育
」「
交
流
人
口
と
滞
在
時
間

の
増
加
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
」
な
ど
を
目
的

に
、
平
成
22
年
８
月
に
設
立
し
、
令
和
２
年
に

は
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

設
立
以
来
、
年
に
２
回
開
催
さ
れ
る
「
し
ょ

う
ば
ら
里
山
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
や
、
小
中

学
校
な
ど
へ
の
「
寄
せ
植
え
講
習
」、
国
営
備

北
丘
陵
公
園
の
「
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
、

幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
は
、
い
き
い
き
地
域
づ

く
り
活
動
と
し
て
広
島
県
知
事
賞
、
み
ど
り
の

愛
護
活
動
と
し
て
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
活
動

を
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

庄
原
市
表
彰
受
賞
者

庄
原
市
表
彰
受
賞
者

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞

（
氏
名
　
五
十
音
順
　
敬
称
略
）

（
氏
名
　
五
十
音
順
　
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　令和４年度の庄原市ふるさと功労賞授与式・庄原市表彰式を３月 26日、庄原市役所本庁舎で開催しました。
　このたびの庄原市ふるさと功労賞は、社会功労として１人。庄原市表彰は、多年にわたり交通安全推進隊とし
て奉仕活動に従事した人、献血を 30回以上達成した人、多額の浄財を寄付していただいた人、消防団員を 25
年以上務めた人、合わせて 62人の皆さんの表彰を行いました。
　表彰式では、出席者一人一人に表彰状と記念品が贈られました。

多年にわたり市に貢献

令和４年度『庄原市表彰式』を開催

令和４年度『庄原市ふるさと功労賞授与式』『庄原市表彰式』を開催

総務課秘書係　☎0824-73-1125総務課秘書係　☎0824-73-1125

佐
藤　

浩
子（
東
本
町
）

▲しょうばら花会議のメンバー

▲訓練をする消防団員

広報しょうばら／ 2023.5　8 9　2023.5 ／広報しょうばら


